
   

第22回 鹿児島PEG研究会 
日本医師会・鹿児島県医師会生涯教育講座申請中 

 
 
 

◆情報提供 

「経腸栄養剤最近の話題」           株式会社 大塚製薬工場 製品学術部             
 
◆一般演題 
 
 <座長>          南薩ケアほすぴたる 理学療法士 畑中 信也 先生 
 
1、医薬品の半固形化状流動食に変更して 
        QOLの改善が認められた2症例の報告    
          浩然会 指宿浩然会病院 在宅支援部 浜田美奈子先生 
2、適切な薬物療法のための「チューブ位置チェックリスト」の作成と評価 
           霧島市立医師会医療センター 薬剤部 岸本 真先生 
3、当院でのPEGチームの運営状況 
             南薩ケアほすぴたる 理学療法士 大崎 誠先生 
4、看護業務改善に向けた、５％グリセオール水によるバルーン水管理 
             南薩ケアほすぴたる 看護部 阿久根淳哉先生 

5、球脊髄性筋委縮症患者におけるPEG造設の意義 
           慈愛会 今村病院分院 言語聴覚士 久徳 由佳先生 

6、胃瘻交換時の思いがけないトラブルの一例 
           鹿児島市医師会病院 消化器内科部長 内園 均先生 
                
                《休憩》 

 

◆特別講演 
 
 <座長>医療法人浩然会 指宿浩然会病院 内科科長 大重 京子 先生 

 
『在宅胃瘻管理における 
       半固形化栄養剤の意義』 
 群馬大学 教育学部 障害児教育講座 

         准教授 吉野 浩之 先生 
 
 

<代表世話人>   鹿児島市医師会病院  消化器内科部長 内園 均 先生 

 

共催：鹿児島PEG研究会 
   ㈱大塚製薬工場・イーエヌ大塚製薬㈱ 

  会 期：2015年5月16日（土）14:00～17:00 
  会 場：鹿児島県市町村自治会館 ４F 大ホール                         

   《鹿児島市鴨池新町7番4号 TEL:099-208-1010》 

 

14:00-14:15  

閉会挨拶     

14:15-15:15 

 

 ☞    ＜裏面が参加申込書となっております＞ 

 

15:30-17:00 

 



《第22回 鹿児島PEG研究会 参加申込書》 
※当日は参加費として、1000円徴収致します（学生無料） 

FAX:096-359-1813（TEL:096-359-1808） 

お問い合わせ先：株式会社 大塚製薬工場  担当：大渡 

会場整理の都合上、FAXで出席の確認を承ります。 

2015年4月28日（火）までにお申し込み下さい。 

※この用紙を以って座席・駐車場等を確保するものではございません。 

ご施設名 

ご連絡先 
（お電話番号） 

  

  

  

  

ふりがな ふりがな 

ご芳名   ご芳名   

ふりがな ふりがな 

ご芳名   ご芳名   

※参加者の欄が足りない場合は、当紙をコピーいただくか、参加者の総数をご記入下さい。 

※ご記入頂きました個人情報は、本講演会のご出席者の確認に主催関係者のみで使用し、 

 その他の第三者に提供することはありません。 

 適切な安全管理措置にて保管し、使用目的達成後にはすみやかに廃棄いたします。 

【交通アクセス】 
○鹿児島空港からバスで約70分 
（県庁前下車道路向い） 
 
○JR鹿児島中央駅から車で約10分 
 
 
○鴨池フェリーターミナルから 
 徒歩で約5分 
 
 
 
 

会場へは最寄の交通機関を 
ご利用下さい。 

                                           

http://maps.google.co.jp/maps?hl=ja&ie=UTF8&q=&fb=1&ei=8JaLStLjG4KGkAXhn8Qm&geocode=FQqN4QEdgSLIBw&split=0
http://maps.google.co.jp/maps?hl=ja&ie=UTF8&q=&fb=1&ei=8JaLStLjG4KGkAXhn8Qm&geocode=FQqN4QEdgSLIBw&split=0
http://maps.google.co.jp/maps?hl=ja&ie=UTF8&q=&fb=1&ei=8JaLStLjG4KGkAXhn8Qm&geocode=FQqN4QEdgSLIBw&split=0

